官庁訪問日誌
6月20日　厚生労働省（労働安定局）　　第1回訪問

09：25　　厚生労働省到着。14階の職業安定局総務課に向かい、受付（わかり辛い）。その後控え室に行くと、私を含めて既に6人おり、その後すぐに2人来たため、計8人に。受付順に面接が行われることが告げられる。私は6番目だったため、かなり待たされることに。

11：00　　午前中での面接が無理となり、午後に回されることに。12時頃いったん外に出て、日比谷公園で軽いランチ。ちなみに地下1階に食堂と売店がある（らしい）。
13：15　　別室に誘導され、係長クラスの職員（男性）と面接。次の日に他の人の話を聞くと、約60分かかった人もいたとか。後になればなるほど時間が短くなった模様。私は約30分だった。他の人は面接というより面談で、こちらから質問する時間があったそうだが、私のときは何故か質問をする時間がなく、そのまま終了。質問内容は以下の通り
　　　　　・　前職への就職の理由、退職の理由など。

　　　　　・　「基本情報技術者」という資格はいつ取ったのか。合格率はどれくらいか。

　　　　　・　志望理由
（「志望理由からすると、現場＝ハローワークでの仕事を望まれているようだが、実際は現場よりも本省での企画・立案の仕事の比重の方が重い。あなたの望んでいるような仕事はできないかもしれませんが、どう思われますか」という突っ込みが入った）。
　　　　　・　卒論の内容。

　　　　　・　厚生労働省で、心理学が活かせるところはどこだと思うか。
　　　　　・　深夜業務が続くが、体力はあるか（なんでも0時や1時は当たり前だとか）。

　　　　　　　
13：45　　係長クラスの職員との面接終了。まったく手ごたえなし。しばし待機。

13：50　　課長補佐クラスの職員（女性）と面接。こちらも、何故か私は9割が相手からの質問（こちらから質問できたのは2つくらい）。質問内容は以下の通り（思い出せるだけ）。

　　　　　・　民間と公務員の違いは何だと思うか。

　　　　　・　人間科学Ⅰ区分の人は、確かに人と直接接して支援したい人が多いが、本省ではそれはできない。その辺のズレがあったらやっていけないのではないか。
　　　　　・　人間科学Ⅰ区分の人は、Ⅰ種とⅡ種の橋渡し的な仕事が多く、泥臭い仕事もさせられるし、行・法・経の人の方が先にキャリアアップしていく。また、全然働かないような上司の元で働かないといけないことも多々ある。そのような組織の壁についてどう思うか。あなたが上司なら、それに関して不満を言う部下に対して何と言うか。
　　　　　・　人と接するのは得意か。他者との折衝も多いし、地方に行けば説明を求められることも多い。それはできるか。
　　　　　・　順応性はあるか。仕事は上から次々に降ってくることが多い（法改正などで新たな仕事が降ってくる、など）。そのことについてどう思うか。

　　　　　・　なぜ科学警察研究所へは訪問しないのか。

　　　　　・　地上心理職などとの違いは何か。
14：20　課長補佐クラスの職員との面接終了。受付で全面接が終了したことを告げ、帰宅。もっと朝早く行けば良かったと反省。
結果　⇒　連絡来ず
6月21日　法務省（保護局・矯正局）　　第1回訪問

09：15　　法務省到着。1階で受付をし（氏名や訪問時間を記帳し、訪問者用のバッジを胸に付ける）、18階の官庁訪問者の受付に向かう。

09：20　　18階の人事課で受付を済ます。この時点で既に行・法・経・人間科学Ⅰ・Ⅱの人あわせて25人近くいた。30分以内に面接カードを記入する。面接カードの内容は「当該部局を希望した理由」・「学生時代の活動（ゼミ・サークル・ボランティア等）」・「趣味・最近興味を持っていること」・「自己の資質について」等。
09：45　　面接カード記入終了。急いで書いても30分近くかかるので、志望動機くらいは前日に家で考え、メモ帳などに書いてから来た方が無難。面接カードを提出すると、10時からの保護局の訪問を勧められ、承諾。
10：00　　12人程度で一緒に保護局訪問。最初に案内された部屋で若手職員より簡単な業務説明を受け、その後質疑応答。
10：45　　4人程度のグループに分かれ、部屋を移動し、別の若手職員と面談（座談会）。若手職員から簡単な業務説明を受けた後、質疑応答。この職員を含め、保護局の方は皆優しい（とその職員の方もおっしゃっていた）。個人的な質問もしやすい雰囲気なので、この時に真面目な話だけでなく、ざっくばらんな質問をしておくと良いと思う。
11：45　　座談会終了。先ほどの部屋に戻り、1次面接の予約をした後、面接カードを30分以内に記入する（間に合わなくても30分で打ち切る）。面接カードは裏表あり、更生保護に関心を持ったきっかけ、保護局で何をやりたいか、自己の資質とそれを具体的に活かせた出来事などの欄が広く、結構骨が折れる。関心を持ったきっかけ（理由）くらいは考えておいた方が無難（考えるものではないかもしれないが）。
12：30　　保護局訪問終了。18階の受付に戻り、矯正局訪問の時間を告げられる（13時）。あまり時間がないため、仲良くなった人と一緒に地下1階の売店でパンを買い、18階で食事。あっという間に13時になり、矯正局訪問時間に。

13：00　　午前中の保護局訪問のとき一緒だったメンバーと矯正局訪問。案内された部屋で受付を済ませ、ビデオが流れている部屋へ（誰も見ていない…）。

13：15　　行・法・経区分と人間科学区分に分かれ、人間科学区分の8人で別の控え室に移動。更に人間科学Ⅰ（6人）とⅡ（2人）に分かれ、Ⅰの人たちは女性職員の方から簡単な業務説明を受ける。昨日の厚生労働省訪問で一緒だった人が何人かいた。

13：45　　先ほどの女性職員と、後から来た男性職員のぞれぞれと、一人ずつ面接を受ける。法務省来庁時の受付順に面接が進み、私は受付が6人中最後だったので、かなり待たされることに。改めて思ったが、どこを訪問するにしても、早めに訪問することに越したことはない。残ったメンバーで、昨日の厚生労働省の面接の話や家裁の話などをしながら時間潰し。

16：00　　ようやく女性職員から声が掛かる。和やかな雰囲気で、微笑みながら質問をしてくれるのだが、その質問の内容は結構シビア。家裁、厚生労働省、保護局、矯正局の志望順位、それぞれの仕事内容の確認（この質問で、仕事内容がきちんと理解できた上で志望順位を述べているのか、志望理由とマッチしているかを確認していると思われる）。「矯正局ではどのような話を聞きましたか」など質問されたが、メモを残し、自分なりに解釈しておいたので助かった。それ以外は来庁時に書いた面接カードに沿って質問がなされた。
16：20　　女性職員との面接終了。終了時に東京少年鑑別所の見学の意向確認と予約を行う。その後、控え室に戻り、しばし待機。
17：30　　やっと男性職員から声が掛かる。既に面接を受けた他の人は「面白い人」と感想を述べていたが、私のときはお互い既に疲れていたのか、重たい雰囲気だった。同様に面接カードに沿って質問が淡々となされる。手ごたえは全くなかった。
18：00　　男性職員との面接終了。矯正局の受付に戻り、挨拶をする。その後、18階の受付に戻り、やはり挨拶をし、退庁（18：15）。この無駄に長い待ち時間は何とかならないのだろうか、など2日間で気付いた問題点・不満を抱き、帰宅。（はっきり言って計画性がなさ過ぎる。忙しい中時間を割いて頂くのは有難いことだが、それも仕事だから当然といえば当然だし、もう少し計画的に行った方が職員側の負担も減るだろうに、などなど。）
6月26日　法務省（保護局・矯正局）　　第2.回訪問

09：50　　東京少年鑑別所到着。この日は（おそらく全員）午前中に鑑別所見学、午後に矯正局の訪問と保護局の面接を入れている。1階で受付をし、2階に案内される。この日は15人程度来ていた（正確には数えてないです）。
10：00　　出席確認の後、簡単に東京少年鑑別所について説明を受ける。
10：15　　所内を案内される。

10：45　　元の部屋に戻り、一般人向けに作られたという鑑別所の案内ビデオを見る。

11：00　　もう一人鑑別技官の方（女性）が入室し、質疑応答。テーブルの配置を換えたため、もう一度顔と名前の確認をされる。受験者が質問をする度に名簿をチェックしていた。質問する回数は1回でも2回でも同じかもしれないが、1度も質問しないのはまずいのかもしれない。（個人的には「質問しない＝やる気や興味がない」という発想は馬鹿馬鹿しいと思う。質問するたびに名簿にチェックを入れる習慣はいい加減やめて欲しい。もっとも、それ以外に意図があるのであれば、話は別だが。）ちなみに、私が質問した内容は以下の二つ。結構面白い話が聞けたので、そのまま利用しても良いと思う。
　　　　　・　少年と接するにあたり、心掛けていることはあるか。

　　　　　・　東京少年鑑別所の第一印象として、住宅街の真ん中にあることに驚いた。運動場も近くのマンションからは見えてしまうという話もあったが、鑑別所として地域住民に対して気をつけていることはあるか。また、地域住民とのやり取りはあるのか。

11：30　　時間が来たとのことで、質疑応答終了。急いで霞ヶ関へ移動。
12：30　　仲良くなった人と3人で日比谷公園でランチ。その後すぐ法務省を訪問。18階の人事で受付。
13：20　　矯正局訪問。前回お会いした女性の職員、及びまだお会いしたことのないもう一人の男性の職員から、一人ずつ本日の鑑別所見学の感想などを聞く、ということに。
13：50　　女性の職員の方と面談（面接？）。聞かれたことは以下の通り。

　　　　　・　東京少年鑑別所に行ってみてどのように感じたか。そう感じた理由は何か。

　　　　　・　本日の見学で聞き逃したことはあるか。

　　　　　・　あなたが矯正局に入ったら、矯正局にとってプラスになる点はあるか。あるならアピールしてください。
　　　　　・　同じくあなたが矯正局に入ったら、あなた自身にとってプラスになることはあるか。
14：15　　女性の職員との面談終了。2次面接に進める人は27日（水）までに連絡があり、29日（金）の15時以降面接が入るとのこと。矯正局の受付に移動し、もう一人の男性職員との面談を待つことに。

14：45　　なかなか声が掛からず、15時から保護局の面接が入っていたため、先に保護局の面接に行くことを要望。急いで18階の人事へ。

14：55　　18階の人事課から15階の保護局のフロアへ。15階の廊下の端で声が掛かるまで待機。

15：05　　少し遅れて面接開始。先日最初に保護局の業務説明を受けた部屋で面接が行われた。椅子がフカフカで、座ったときにびっくりしてしまった。質問事項は以下の通り。

　　　　　・　（緊張しているとは思うが）志望動機を2，3分で。

　　　　　・　なぜ仕事を辞めて公務員なのか。
　　　　　・　前職ではどのような仕事をしていたのか。
　　　　　・　仕事を辞めてからは何をしていたのか。

　　　　　・　「生き方支援」とは何か具体的に説明してください。

　　　　　・　前の仕事で、していて良かったと思うところは何か。

　　　　　・　自己PRに書かれている情報整理能力について、それを実感した具体的なエピソードはあるか。

　　　　　・　全部受かったらどうするか。

　　　　　・　厚生労働省の仕事のイメージを、志望動機と絡めて説明してみてください。

　　　　　（以下、二つ質問が続くが諸事情により割愛。）

　　　　　
　　　　　・　「生き方支援」という言葉は誰かが使っているフレーズなのか。それともあなたのオリジナルなのか。

　　　　　・　面接カードには「更生保護施設に関わり、そこで問題となっているところを解消していきたい」とあるが、現在の問題点はどこだと思うか。
　　　　　・　人と接してきたのはアルバイト経験だけか。なぜそれだけ人の支援に情熱的なのか。

　　　　　・　趣味について。

15：35　　面接終了。18階の人事課へ。しばらくしてまた矯正局へ行くよう言われる。

16：00　　矯正局再訪問。「要領が悪くて本当に申し訳ない」と謝罪され、溜飲が下がる（社会心理学にそんな実験があったような）。続けて本当はもう一人の職員の方と面談をするはずだったのだが、「本日はこれで終了で構いません」と言われる。その職員の方が忙しいためなのか、見込みがないと思われたのかよくわからず、不安一杯に。
16：15　　18階の人事課を経由し、退庁。

結果　⇒　その日の22：30頃に保護局から最終面接の連絡を受ける。矯正局からは連絡来ず。後から聞いた話だが、矯正局から連絡が来なかった人は、皆二人目の男性の方との面談がなかったらしい。一人目の女性（訪問1日目で面談をした方）との面談しかなかった場合、縁がなかったと思った方が良いのかもしれない。
6月29日　法務省（保護局）　　第3回訪問

12：00　　法務省到着。

12：10　　18階人事課で受付。以前に会ったことのある受験生が4人いた。保護局は予定採用人数の倍ほど（今年は4,5人なので、その倍の10人程度）が今日の時点で残っている模様。この日は家裁の発表の日だったのだが、面接が始まるまでに出会った受験生は、私ともう一人の女性以外、皆家裁に受かっていたとのこと。
12：50　　15階の保護局のフロアに行くよう指名される。

12：55　　午前中の面接が遅れたため、午後の面接の始まりも遅れるとの連絡を受ける。

13：30　　私は13：00の予定だったが、ようやく声が掛かり、面接室へ。面接官は50代くらいの男性3名と、30代くらいの男性が1名。面接室は１次面接と同じで、第1回訪問の時に、はじめに業務説明を受けた部屋だった。質問事項は以下の通り。
　　　　　・　志望動機と自己PRを2～3分で。
　　　　　・　前職の退職理由。
　　　　　・　前職の仕事内容。

　　　　　・　24歳のとき大学を卒業したようだが、大学には何年いたのか。

　　　　　・　卒論の内容。

　　　　　・　保護局で何をしたいのか具体的に。
　　　　　　　（4回ほど「もっと具体的に」とか「保護観察官として何ができるのか」とか「あなたが問題点だと思っていることは、どうすれば解決できるか」などと深く突っ込まれた。）
　　　　　・　厚生労働省の仕事のイメージ（厚生労働省も志望していたため）。

　　　　　・　仕事が忙しかったとのことだが、残業時間は月どのくらいだったのか。

　　　　　　　（忙しいときで月80時間、平均で50時間と答えたところ、あからさまに「たったその程度か」という態度を取られ、カチンときた。普通なら100時間程度になるところを、チームや個人の努力で減らしてきたからである。以下、この質問に付随した質問が続く。）

　　　　　　　・ここの職員は何時くらいまで仕事をしているか知っているか。

　　　　　　　・前職が忙しかったのは何故か。

　　　　　　　（今後、厚生労働省や法務省、農林水産省で働くことになった方がいたら、（より一層）労働時間を減らす運動をぜひ起こして欲しい。国家公務員の削減や、給料やボーナスをカットするよりも、個人の残業時間を1日30分減らした方が、効率的な人件費の削減につながる。ついでに家族（自分）のためにもなるし、健康にも良い。霞ヶ関の人たちには、税金を貰って働いていることをもう一度よく考えてもらいたい。）

　　　　　・　仕事をしながらの受験はできなかったのか。
　　　　　　　・思い切ったことをしたが（退職をして勉強に専念した）、後悔はしていないか。
　　　　　　　・勉強に専念するためとのことだが、結局専念する環境は整ったのか。

　　　　　・　趣味について。

　　　　　　　（見込みのない人には最後の方で趣味などの軽い質問をされるという噂があるが、ことの真相はよくわからない。なんでも、そこの印象を悪くしないために、そのような質問をするのだとか。本当だろうか？）
13：50　　面接終了。雰囲気は全体的にちょっときつめだった（午前中に面接を受けた人は、「怖かった」と口を揃えて言っていた）。やはり、保護局で何をしたいのか、何ができるのかを具体的にはっきりと言えないとまずいのかもしれない。私の場合、頭の中にイメージはあったが、それをうまく言葉で表現できなかった。

14：00　　矯正局への訪問がこの後予定されてない場合、18階に寄らずそのまま帰って良いとのことだったので、そのまま退庁。
結果　⇒　連絡来ず。

気がついたこと（結局内々定を頂けなかったので、説得力に欠けるが、参考までに）
①　1回目の訪問は、早めに（9時頃）に行った方が良い。待つのが苦にならない人なら良いが、3時間も4時間もじっと待つのはさすがに苦痛。待機している人同士でしゃべるのにも限界がある。

②　近くに座った人などとは仲良くなっておくと、後々楽になる。メールアドレスの交換までしなくても良いが（私もしていない）、情報交換をしたりしておくと、精神的に楽になる。

③　意外に、お昼をどうするか困る。家の近くのコンビニで簡単に食べられるものを買っていくというのも手の一つかもしれない。

④　面接対策ももちろん大事だが、職員との面談の際や、鑑別所の見学の際にすることになる、質問をしっかり考えておく必要がある。疑問の解消、という側面ももちろんあるが、面接の際に利用できるような質問をしておくと、面接での志望動機や自己アピールに幅が出るし、説得力が生まれる。

⑤　更生保護や少年事件など、矯正局や保護局に関わる記事は、切り取っておくと後で助かるかもしれない（教養論文にも役立つかも）。例えば、「○○局に興味を持ったきっかけ」が学生生活の中にない場合、新聞記事から興味を持った、というのもアリだと思う。
⑥　なにも各局で「ここが第1志望です！」と言う必要はない（と思う）。迷っていると正直に言っても、それだけならマイナスにはならない（ただ、「ここは第2志望です！」などとはっきり言うのはマズイかもしれない…）。地上や家裁、厚生労働省、科学警察研究所、矯正局、保護局などの仕事内容の違いがはっきりわかっていて、自分の志望動機や能力と照らし合わせると、なかなか一つに絞り切れない、というのならOKなのだと思う。志望動機を取り繕って「ここが第1志望」だと言っても、バレるのは時間の問題。それなら正直に言った方が、まだ印象が良いと思う。（この意見には反論がかなりあると思う。私がこう思うのは、「迷っている」と正直に言っても民間の面接では内定を頂けたからである。「第1志望と言った方が良いに決まっている！」という確固たる信念がある方は、それで通しても良いと思う。）
⑦　とにかく体力勝負！仲良くなった人の中には、よく眠れないので睡眠薬を飲んでいるという人もいた。どちらかというと精神力が試されるかもしれない。
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